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こんなことがありました

地域のニュースをお
届けp小麦採種第２回ほ場確認会

６月２日　寒川支店管内

露地ナス目ぞろえ会
６月11日　西部集出荷所

春ニンジン目ぞろえ会
５月29日　桑集荷所

トウモロコシ目ぞろえ会
６月８日　東部集出荷所・北部集出荷所

　ＪＡおやま小麦採種部会は６月２日、寒川支店管内
で、第２回ほ場確認会を行いました。生産者ら15人
が３班に分かれて各ほ場の生育状況などを確認しまし
た。
　相川祥男部会長は「確認は今後の栽培管理や、刈り
分けの必要性を判断する上で重要となる。全量合格す
るように部会一丸となって努力していく」と意欲を語
りました。
　同部会は６人の生産者が「イワイノダイチ」「タマ
イズミ」を 24 ヘクタールで栽培しています。安全・
安心な小麦の生産に努めて、全量出荷を目標に、良質
種子生産に励んでいます。

　ＪＡおやまなす部会は６月11日、西部集出荷所で
露地ナスの目ぞろえ会を開きました。生産者、関係者
ら約40人が参加。
　販売情勢の報告後、Ａ～Ｃ品の等級順に並べたナス
を参考に生産者が手に取り、曲がりや色つやなどの
規格を確認しました。出荷時には形状、すれ、傷、がく
割れなどの選果基準を守り、等級に見合う大きさで
そろえることを申し合わせました。
　知久一男部会長は「選果・選別を徹底し、消費者に
安全・安心なＪＡおやまのナスを届けよう」と意気込
みを語りました。

　ＪＡおやまにんじん部会は５月 29 日、桑集荷所
で春ニンジンの目ぞろえ会を開きました。生産者
や市場関係者ら 20 人が出席し、販売情勢や出荷
規格を確認しました。　
　同部会の赤荻稔部会長は「今年の作柄は平年並
み。今後は、高温・梅雨時期に入る。取り遅れは黒
ずみの原因になるため、早めの出荷を心掛け、管理
を徹底していこう」と話しました。
　同部会には 12 人の生産者が約 265 アールで
栽培。品種は「彩

あ や

誉
ほまれ

」を主力としています。５月
下旬から７月中旬まで県内、東北・北陸方面の市場
に出荷します。

　ＪＡおやまトウモロコシ部会は６月８日、東部
集出荷所と北部集出荷所でトウモロコシ目ぞろえ
会を開きました。部会員と関係者ら約60人が参加。
販売情勢や出荷要領、規格を確認しました。
　目ぞろえ会では、収穫適期を逃さないように早め
に収穫を心掛けること、先端不稔（ふねん）は最大１
センチ以内までとすること、病害虫、鳥害、しなびた
ものは出荷しないことなどを申し合わせました。
　同ＪＡ管内では76人の生産者が約43ヘクタールで
栽培しています。主な品種は「ゴールドラッシュ」。
出荷は８月上旬まで続き、県内や京浜、東北方面
に出荷する予定です。

小麦の生育状況を確認

規格を確認する生産者

春ニンジンの出荷規格を確認する参加者

トウモロコシの規格を確認する参加者
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